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立川市民オペラ 2023

マスカーニ作曲／歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」＆
管弦楽が奏でるヴェリズモオペラ

2023年3月18日(土)16:00開演・19日(日)14:00開演／たましんRISURUホール大ホール

チケット好評発売中！ 全席指定 S席￥6,000 A席￥5,000 B席￥3,000

★友の会会員 各席1割引 ★親子割引（B席のみ）小・中学生￥500

「立川市民オペラ」 で検索！ 【ＨＰ】 https://tachikawaoperaassociation.jimdofree.com/ 

【Facebook】 https://www.facebook.com/tachikawacitizenopera/ Ｅメール opera@tachikawa-chiikibunka.or.jp （事務局）
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Q.「カヴァレリア・ルスティカーナ」の中で好きなシーン、その理由と見どころ
を教えて下さい。また、ご自身の役への意気込みをお願いいたします！

トゥリッドゥ役 のお二人からコメントをいただきました♪

19日 テノール 鈴木俊介さん

復活祭を祝う合唱「Regina coeli（レジーナ･チェリ）」がお勧めの聴きどころです。「耳だけを澄まして聞いて

欲しい！」と言っても過言ではないこの音楽を歌ってくださるのは、コロナ禍において様々な制限の中で練習

を重ねてきた立川市民オペラ合唱団の皆さんです。ご来場の皆様には、この曲の演奏を聴いて、多くの人が

同じ目的、同じ方向性、同じ時間、同じ場所に存在する、という普遍的な興奮を感じていただければと思いま

す。その興奮の中にサントゥッツァ、ルチアの歌唱が加わることによって、よりストーリーを感じられる名曲です。

今回演じるトゥリッドゥは強い声を持ったテノールが演じるイメージがありますが、なかなかこのような役に挑む

ことが少なく、私にとって貴重な機会となります。しっかりと歌いきれるところをお見せできれば幸いです！
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いよいよヴェリズモオペラ開幕の時を迎えます。 まずは管弦楽団の奏でる美しい名曲の
旋律に耳を澄ませ、空想の世界をご堪能ください。そして余韻そのままに歌劇「カヴァレリア・
ルスティカーナ」の舞台を満喫して下さい。 皆様のご来場を心よりお待ちしております！！

当時の「カヴァレリア・ルスティカーナ」(2012)

ソリストと合唱団との合同稽古の様子

古谷マエストロによるオーケストラ稽古

たましんRISURUホール☎042-526-1312(9:00～20:00/第3月曜日休館)
※未就学児は入場できません。

まずはじめに、右も左もわからない大学入りたての私を育ててくれた立川市民オペラの舞台で再び歌えること、

心から幸せに思う。あれから２０年。まだまだ未熟者だが、少しでも成長した姿を見ていただけるよう精進あるのみ。

さて、このオペラの魅力を語るうえで欠かすことの出来ないもの、それは“音楽”である。たった１幕、されど１幕。

愛、嫉妬、憎しみ、怒りそして祈り、様々な感情、心の内が、全ての場面においてマスカーニの巧みな技によって

現されている。舞台にいる我々はその壮大かつ繊細な旋律に身を委ねるだけ。

私が一番この作品で好きな場面は間奏曲である。人間の欲、嫉妬、憎しみ渦巻く所に差す一筋の光。それは

希望なのかそれとも・・・穏やかな村で皆が祈りを捧げるこの神聖な日に何が起こるのか？１つの村で起こる様々

な人間模様をご覧いただきたく存じます。

18日 テノール 澤﨑一了さん


